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１．訓練目的 

本訓練は、「再処理事業所 再処理事業部 原子力事業者防災業務計画 第２章第５節２」に基づき、原

子力災害に対する緊急時対応能力の習熟・向上を図ることを目的とする。具体的な達成目標、検証項目

は以下の通り。 

(１)「ＥＲＣプラント班との情報共有ができること」 

達成目標：ＥＲＣプラント班に対して、情報共有ツール等を活用して、タイムリーにかつ確実

に情報共有ができること 

検証項目：①全社対策本部事務局は、あらかじめ定めたＥＲＣ対応に係る情報フローどおり対

応できること 

②ＥＲＣ対応者は、各事業部のＣＯＰ等を活用して、事故・プラント状況・進展予

測と事故収束対応戦略、戦略の進捗状況について、情報の優先度に応じてＥＲＣ

プラント班と情報共有できること 

③10条確認会議等対応者は、10 条確認会議および 15 条認定会議において、ＥＡＬ

判断根拠、発生事象･進展予測･事故収束対応の説明を簡潔に説明にできること 

④２０２１年度総合訓練において抽出した課題に対する改善策が有効に機能してい

ること 

（２）「事業部対策本部と連携して活動ができること」 

達成目標：事業部対策本部からの情報を基に、全社対策本部は事業部対策本部の支援ができる

こと 

検証項目：①各機能班は、事業部対策本部との連携により必要な支援活動（社外への情報発

信、負傷者対応等）ができること 

②各機能班は、事業部対策本部と社内情報共有ツールにより情報共有できること。  

 

２．実施日時および対象施設 

（１）実施日時 

２０２２年１２月１３日（火） １３：３０～１７：００（予定）（反省会含む） 

 

 （２）対象施設 

ａ．再処理施設 

ｂ．廃棄物管理施設 
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３．実施体制、評価体制および訓練対象者 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

各活動場所に評価者を配置し、評価者による評価および訓練終了後に訓練参加者による訓練反省

会等を通じて、改善事項の抽出を行う。 

（３）訓練対象者 

    全社対策本部要員 

 

４．防災訓練の項目 

 （１）その他必要と認める訓練 

ａ．全社対策本部運営訓練 

ｂ．ＥＲＣ対応訓練 

ｃ．原子力事業所災害対策支援拠点対応訓練 

ｄ．オフサイトセンター対応訓練 

ｅ．広報対応訓練 

 

５．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

 

 

 

 

 

 

 

支援要請連絡 

オフサイトセンター 

原子力事業所災害対策支援拠点 
情報共有 

情報共有 
通報・連絡 

  ：今回訓練実動範囲 
   ：今回訓練模擬範囲 

訓練シナリオ情報を含むため非公開 
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６．新型コロナウイルス感染症対策 

新型コロナウイルス感染症対策のため、以下の対応を実施する。 

・訓練参加者(現場対応者含む)は、原則マスク着用とする。（ただし、防護具類着用時は除く。） 

・全社対策本部室内で活動する要員は可能な限り人数を制限して対応する。 

・全社対策本部室内は換気を実施するとともに、座席には可能な範囲で仕切りを設置する。 

 

７．添付資料 

（１）：全社対策本部 防災訓練 シナリオフローおよび検証ポイント 

 

以 上 

 

訓練シナリオ情報を含むため非公開 



全社対策本部 防災訓練 シナリオフローおよび検証ポイント【前半】 添付資料（１）（1／2）

緊急時対策所 通報⽂ 即応センター OFC 後⽅⽀援拠点 記者会⾒室
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〜
１５：４５

2022年度の主な訓練⽬的

実時刻 訓練時刻
再処理事業部対策本部

１３：３０

検証項⽬

同左

訓練開始前状況

(１)「ＥＲＣプラント班との情報共有ができること」
①全社対策本部事務局は、あらかじめ定めたＥＲＣ対応に係る情報フローどおり対応できること
②ＥＲＣ対応者は、各事業部のＣＯＰ等を活⽤して、事故・プラント状況・進展予測と事故収束対応戦略、戦略の進捗状況について、情報の優先度に応じてＥＲＣプラント班と情報共有できること
③10条確認会議等対応者は、10条確認会議および15条認定会議において、ＥＡＬ判断根拠、発⽣事象･進展予測･事故収束対応の説明を簡潔に説明にできること
④２０２１年度総合訓練において抽出した課題に対する改善策が有効に機能していること
（２）「事業部対策本部と連携して活動ができること」
①各機能班は、事業部対策本部との連携により必要な⽀援活動（社外への情報発信、負傷者対応等）ができること
②各機能班は、事業部対策本部と社内情報共有ツールにより情報共有できること。

（１）ＥＲＣプラント班に対して、情報共有ツール等を活⽤して、タイムリーにかつ確実に情報共有ができること
（２）事業部対策本部からの情報を基に、全社対策本部は事業部対策本部の⽀援ができること

全社対策本部
発災状況等に関連する

2022年度の主な訓練⽬的
発災状況等に関連する

検証項⽬

12/13

訓練シナリオ情報を含むため⾮公開

訓練シナリオ情報を含むため⾮公開



 全社対策本部 防災訓練 シナリオフローおよび検証ポイント【後半】 添付資料（１）（2／2）
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１６：４０

１６：４５

１６：５５

12/13 １５：４５ 12/18 実時刻
と同じ

全社対策本部

即応センター OFC 後⽅⽀援拠点 記者会⾒室
発災状況等に関連する

検証項⽬
発災状況等に関連する

2022年度の主な訓練⽬的

【スキップの概要】

実時刻 訓練時刻 再処理事業部対策本部

緊急時対策所 通報⽂

訓練シナリオ情報を含むため⾮公開

訓練シナリオ情報を含むため⾮公開



前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 
【全社対策本部】 
 2021 年度 原⼦⼒防災訓練において抽出した「オフサイトセンターにおける当社の活動内容の明確化の改善」に対する改善活動状況は以下のとおりである。 

NO. 改善活動内容 検証計画 今回の総合訓練において抽出した主な改善点 原因 対策/対応状況 
1 オフサイトセンターにおいて、事業者ブース要員からプラ

ントチームに対しタイムリーに通報文の情報を提供すること
ができなかった。

オフサイトセンターにおける当社の活動内容を明確にす
ること。 

1 オフサイトセンター対応要員の現地の体制および活動
内容を具体化したマニュアルが整備されていなかった。 

2 オフサイトセンター対応要員に対して必要な教育・訓練
項目が明確化されていなかった。 

1 オフサイトセンター対応要員の現地の体制および活動
内容マニュアルを定めた。マニュアルの内容について、六
ケ所原⼦⼒規制事務所と調整中。原⼦⼒防災訓練
実施日までに調整結果をマニュアル改正時に反映予
定。

2 具体化したオフサイトセンター対応要員の現地の体制
および活動内容をもとに、教育・訓練を実施し、習熟を
図る。 

○ 
・今年度の訓練にて実動することによ
り評価可能。
・改善策の有効性を確認するための
確認事項（チェックリスト）にて評価
する。
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